
 

 

2 年生 23 課～29 課              名前＿＿＿＿＿＿＿＿ 

次の文を適当な漢字を使って書き換えなさい。 

1. まよなかにともだちからでんわがかかってきた。 

_________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

2. 「にちようび」の「よう」というじは、かくすうがおおくて、むずかし

い。 

_________________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

3. ともだちといっしょにりょうりをつくるのはたのしい。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

4. となりのテレビのおとがおおきいので、おんがくがよくきこえない。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

5. とうきょうえきまでおきゃくをみおくった。 

___________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

6. そのえいがは、ごぜん 11 じにかいしして、ごご１じはんにおわる。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

7. こどもとゆうえんちにいって、ジェットコースターにのってあそんだ。 

_________________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

8. べいこくのたいしとけいざいのもんだいについてはなしあった。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

9. しんぶんはかつじがちいさくて、よみにくい。 

_________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

10. こどものがっこうのにゅうがくしきにしゅっせきする。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

11. おたくのおてあらいは、ようしきですか、わしきですか。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

12. らいねんけっこんするよていです。 

_____＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 

 

 



 

 

 

13. そのおんなのこは、はるに生まれたので、「はるこ」というなまえ

にしました。 

____________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

14. あついときには、あついものをのんだほうがいい。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

15. 秋子さんは、ねつがあって、部屋でねています。 

___________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

16. ことしのふゆはだんとうで、ゆきがすくない。 

_________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

17. 明日のかいぎでぎちょうがえらばれます。 

_________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

18. そのスポーツせんしゅについてしんぶんにきじがある。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

19. そのみちはこうじちゅうでとおれません。 

_____＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

20. のうぎょうは人間のせいかつにとって、いちばん大切なものだとお

もう。 

___________________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

21. このでんしゃのしゅうてんは、とうきょうえきです。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

22. つぎのぶんとおなじいみのぶんをえらびなさい。 

_____________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

23. このてんすうは、まちがっている。 

_＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

24. このケーキは、かたちはわるいが、あじはいい。 

_____________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

25. このしょうせつはほんとうにおもしろい。 

_________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

 

 

 



 

 

 

 

26. わかいときに、外国でいろいろなけいけんをしたい。 

 

 

27. 日本のかいしゃいんはよるおそくまでざんぎょうをするらしい。 

_______________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

28. 着物をかうまえに、しちゃくしつで着てみます。 

_____________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

29. ゆうめいなかいしゃのめんせつしけんをうけたが、けっかはざんね

んながらふごうかくだった。 

_________________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 

30. けががあっかしないように、いしゃにいって、てあてをしてもらっ

た。 

________________＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 


